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■ 開催日：2011年10月28日（金）
■ 場 所：岐阜市若宮町2 10 震災紀念堂 堂執行し
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■ 場 所：岐阜市若宮町2-10 震災紀念堂

第Ⅰ部 １２０年法要執行 午前10時～
導師：浄土真宗本願寺派 祐蓮寺住職 箕浦良信
主催：宗教法人 紀念堂 ＊岐阜バス
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第Ⅱ部 いまこそ 地域の災害を見直そう 午前10時30分～12時
講演：伊藤和明 ＮＰＯ法人防災情報機構会長 「災害教訓を生かすために」

杉戸眞太 岐阜大学理事 「巨大地震災害に備えて」
平野啓子 語り部・武蔵野大学非常勤講師 「濃尾地震数え歌」が伝える教訓
西村道代 紀念堂 「紀念堂とともに
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西村道代 紀念堂 「紀念堂とともに」
進行係 北原糸子（立命館大学歴史都市防災研究センター教授）

参加者へは内閣府中央防災会議専門調査会がこれまで25冊刊行した災害史を
コンパクトにまとめた「災害史に学ぶ」（４冊）を内閣府のご厚意で無料配布します。

主催：濃尾震災紀念堂保存機構・内閣府災害教訓の継承に関する委員有志
後援 岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会 岐阜新聞 岐阜放送

＊事前申し込制です。
＊駐車場はございません。
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後援：岐阜県 岐阜市 岐阜市教育委員会 岐阜新聞・岐阜放送

●「往復はがき」(10月10日消印有効)に「住所・氏名・人数」記入し、お申し込み下さい。
参加費無料／定員80人（80人以上は抽選）。問合せ先電話番号：090-9685-2140

●申込先： 濃尾震災紀念堂保存機構／岐阜市若宮町2-10 （代表 西村邦彰）

●受付開始：９：３０ “はがき”を受付でご提示下さい。

駐車場はございません。
周辺民間駐車場を
御利用下さい。


